
ご挨拶
　新型コロナウィルスの感染が収まりません。緊急事態宣言も今月末まで延期となり、変異種が登場したりと、相変わらず

不穏な影を落としていますが、新温泉町でも65歳以上の高齢者のワクチン接種がようやく開始されるようです。コロナ渦で

大きな影響を被った方もいるでしょう。しかし、田舎の山間の村では行事が中止になったり、都会に出ている子どもが帰省

できない寂しさはありますが、大きな変化は無いように思えます。こんな時、田舎に住んでいて良かったと実感しています。

【山田に稲が植わりました】
　風薫る5月となり、野山の新緑もいっそう濃くなってきました。先月から荒耕し、代掻きと田植えの準備が進められてき

た山の田んぼに、いよいよ稲の苗が植えられました。この写真は、池ヶ平の安泰寺の田んぼです。機械植えが主流の昨今で

すが、修行僧が総出で手植えをされたそうです。綺麗に直線で植えられた苗と新緑の山、ここに田舎の原風景があります。

【安泰寺にお邪魔しました「春の遠足～地域探訪～」】
　5月度の久斗山地区公民館行事「春の遠足～地域探訪～」が16日（日）に開催されました。参加は

13名(大人6、子ども7）でした。午前9時に集合、受付を済ました後、町道ツヅライ線の林道分岐ま

で車で移動し、そこから安泰寺まで片道約1.5ｋｍを歩きました。受付の時から雨が降りだし、行く

道中はずっと雨でした。でも、沢ぞいでタゴガエルの鳴き声を聴き、オトシブミの手紙を拾ったり、

オニグルミの花やキアシドクガの幼虫（毛虫）を観察したりと、色々と道草をしながら歩きました。11時前に安泰寺に到着

中村住職と修行僧の皆さんが出迎えてくれました。居間で休憩した後に住職さんのご案内で本堂や図書室、宿坊などを見せ

ていただき、座禅や修行のこと、お寺の生活についてお話を聞きました。お米や野菜を作

り、自給自足の生活をして最低

でも3年間は修行しなければな

らないそうです。お昼に本格的

なピザをご馳走になりました。

外に出ると雨も止んでおり、

下りの帰り道は足取りも軽く、

1時間ほどで車の所に着きまし

た。ヤマビルに血を吸われたり

しましたが、楽しい春の遠足で

した。安泰寺の皆さん、ありがとうございました。
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綺麗に直線で植わった苗と水面に新緑の山が映える。
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【谷岡さんが今年の田植え1番！】 【今年の梅雨入りは記録的に早い！】
　これまでゴールデンウィーク明けでないと配布されなかった 　16日、近畿地方が梅雨入りしたと気象庁の発表がありました。平年

JAの水稲苗ですが、今年は5月1日から配布されました。地区 より21日も早く、なんと統計開始以来最も早い梅雨入りだそうです。

内で第1号に田植えをされたのは、境の谷岡正明さんのところ 今年は春から天候が不安定で、気温の

です。1日の朝、午前8時半にはすでに県道沿いの田んぼ半分 高低差も大きく、季節の進み方

以上が植えられて が異常に早いように思います。

いました。 洪水など、大きな災害が発生

　今年の連休は、 しないかと不安に思います。

天候が不安定でし 梅雨入りが早いぶん、明ける

たが、多くの家が のが早まると、次は夏の猛暑が

田植えをしました。 心配です。今から、熱中症に気をつけましょう。

【シカ対策OK！花とみどりの里づくり】 【県道257号線、24時間通行規制中】
　22日（土）の朝、久斗 　現在、県道257号線（山田新温泉線）の境、出合の上のカーブから

山すこやかクラブの皆さん 約120ｍ区間で法面の補修工事が行わ

総出で、集会所前のプラン れています(水田建設(株))。古い吹付を

ターに色とりどりのお花を 剥がして新しくするもので、しばらく

植えました。夜になると鹿 24時間の通行規制が続きます。警備員

が食べに出て来るので、その対策に網を上にかけました。 が居ますが、通行は注意してください。

○令和3年　 6月の行事

「霧ヶ滝渓谷トレッキング」（9：00～15：00　上山高原ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ）

「扇ノ山新緑登山（平日版）」（9：00～15：00　上山高原ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ）

久斗山自然教室「夜のホタルとカエル観察会」(18：30～21：00久斗山公民館）

「シワガラの滝トレッキング」（9：00～15：00　上山高原ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ）

5日（土）

　　☆久斗山公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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兎和野高原 木の殿堂

森のニッチな生き物写真展
夜行性のクモや、特に珍しいナゲナワグモの仲間

の特異な生態を写真で紹介します。

○期間：令和3年6月19日（土）～

7月18日（日）

10：00～16：30 ※月曜日は休館

○場所：木の殿堂 展示スペース

・入館料：無料

・ウィルス対策：手洗い、消毒、マスクの着用
をお願いします。発熱、体調不良のある方と同伴者

は入館をお断りする場合があります。

【問い合せ先】

兵庫県 木の殿堂

TEL：0796-96-1388 FAX：0796-96-1930

メール：kinodendo@gmail.com
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